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エフエムうけん開局1年、おめでとうございます！
昨年4月から始まった私の番組も、もうすぐ1周年！
これまで「しいたけプレゼント」や「公開収録」を行いましたが、
これからもリスナーのみなさんに喜んでもらえるような企画を考えて、
宇検村のみなさんと番組を盛り上げていけるよう頑張ります！！
これからも多くの方に愛されるエフエムうけんでありますように！

消防団員 総勢80名が集合！
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平成23年宇検村成人式

平成23年宇検村消防出初式

エフエムうけん開局1周年

　

平
成
二
十
三
年
宇
検
村
成
人

式
が
一
月
四
日
に
村
元
気
の
出

る
館
で
あ
り
、
本
村
で
は
十
八

名
の
該
当
者
の
う
ち
十
三
名
の

新
成
人
者
が
出
席
し
、
盛
大
に

祝
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
新
成
人
者
全
員
に

よ
る
「
村
民
憲
章
」
並
び
に
「
は

た
ち
の
誓
い
」
の
朗
読
が
さ
れ
、

多
く
の
来
賓
の
方
々
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
村
連
合
青
年
団

が
編
集
し
た
、
新
成
人
者
の
幼

少
期
か
ら
の
写
真
集
を
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
で
放
映
し
た
ほ
か
、

新
成
人
者
一
人
一
人
が
将
来
の

夢
や
親
へ
の
感
謝
の
言
葉
な
ど

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

代
表
謝
辞
で
は
石
良
の
秋
山 

利
希
斗
さ
ん
が
「
何
事
に
も
挑

戦
し
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。」

な
ど
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

新成人13名が
大人として新たな出発！

　

村
内
の
各
消
防
団
が
一
同
に

集
ま
り
、
一
月
六
日
に
平
成

二
十
三
年
宇
検
村
消
防
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
激
し
い
雨
の
降
る
天

候
と
な
り
、
当
初
予
定
し
て
い

た
陸
上
競
技
場
で
の
パ
レ
ー
ド

や
消
防
操
法
、
通
常
点
検
な
ど

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
を
元
気
の
出
る
館
へ
移

し
、
海
洋
少
年
団
の
児
童
に
よ

る
手
旗
信
号
の
実
演
や
、
十
六

名
の
団
員
へ
三
十
年
勤
続
章
な

ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
局
一
周
年
の
記
念
式
典
に

は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
石
野
田 

奈
津
代
さ
ん
も
駆

け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

石
野
田
さ
ん
は
平
成
二
十
一

年
に
本
村
の
久
志
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
と
、
宇
検
村
を
題
材

に
し
た
曲
「
I 

L
O
V
E 

宇

検
村
」
を
制
作
、
同
曲
が
「
エ

フ
エ
ム
う
け
ん
」
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
当
日
の
三
十
日
昼
に

は
、
ス
タ
ジ
オ
で
公
開
収
録
を

行
い
、
リ
ス
ナ
ー
と
楽
し
み
な

が
ら
番
組
を
作
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
最
後
に
、
出
席
者

全
員
と
「
I 

L
O
V
E 

宇
検

村
」を
熱
唱
し
て
く
れ
ま
し
た
。

石野田 奈津代さんも駆けつけてくれました　♪

　

一
月
四
日
に
開
局
一
周
年
を

迎
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

「
エ
フ
エ
ム
う
け
ん
」
が
三
十
日

に
村
元
気
の
出
る
館
大
ホ
ー
ル

に
て
一
周
年
記
念
式
典
を
行
い
、

N
P
O
法
人
「
エ
フ
エ
ム
う
け

ん
」
の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
、
村
区
長
会
、
あ
ま

み
エ
フ
エ
ム
の
関
係
者
な
ど
約

八
十
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
開
局
ま
で
の
経
過

と
番
組
制
作
な
ど
一
年
間
の
取

り
組
み
を
振
り
返
る
と
共
に
、

ス
タ
ッ
フ
と
会
員
の
方
々
の
交

流
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
N
P
O
法
人
の
屋
宮 

喜
治

理
事
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
防
災

に
役
立
て
る
と
共
に
、
多
く
の

村
民
に
出
演
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
し
た
い
。」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ
「
エ

フ
エ
ム
う
け
ん
」
は
一
周
年
を

迎
え
、
番
組
制
作
や
防
災
へ
の

対
応
な
ど
、
今
後
の
さ
ら
な
る

発
展
へ
向
け
て
気
持
ち
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

1年を振り返り, 気持ちを新たに！

   マイクを手に将来の
夢などを語る新成人者。
全員が感謝の言葉や夢
についてそれぞれの思
いを語ってくれました。

▲

　 恩師の先生方と一緒に記念撮影▲

   式典後は和やかな雰囲気で思い
出話に花を咲かせたり、久しぶり
に会った仲間や家族と一緒に写真
撮影を楽しんでいました。

▲

　 頼もしい姿を見せる消防団員の皆さん▲

   海洋少年団のテキパキ
とした手旗信号のようす
▲    30年勤続章を受賞さ

れた政 忠宏宇検分団長
▲

　 式典の最後に「I LOVE 宇検村」を合唱▲

   三味線塾メンバー
による島唄の披露
▲    お祝いに駆けつけた

あまみエフエムの皆さん
▲

   家族で自主番組を制作
している後藤家（阿室）
の皆さん

▲

   式典であいさつを述べ
る屋宮 喜治理事長

▲    スタッフ、会員、関係者が
一同に集まった記念式典
▲    スタッフの重野 隼人さ

んの音頭による万歳三唱
▲

　 スタジオでの公開収録のようす▲

なっちゃんからメッセージ
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宇
わ き ゃ し ま

検村  旬
しゅん

  話
わ だ い

題なの
＊このコーナーでは，宇検村内の旬な出来事を紹介します。みなさ
　んの周りにあるめずらしいことなど，情報をお待ちしています。

宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 0997-67-2211
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　本村のやけうち短歌会（大島 安徳 代表）が発足
して 3 周年を迎え，記念の合同歌集「やけうち」
を発刊しました。
　同短歌会は平成 19 年 7 月に村の公民館講座とし

て発足され，村外の出身者や小中学生も参加し，幅広い年代で会員を構成しています。
　毎月 2 回の短歌教室（例会）で研修を深めると共に，地元新聞への作品投稿や村の文化
祭などで作品の展示を行っています。また，平成 21 年 3 月には県奄美パーク・田中一村記
念美術館で短歌の展示会を開催し，「エフエムうけん」では会
員の作品を紹介するなど積極的な活動を展開しています。
　合同歌集は，A 5 版 490 ページに同短歌会の活動を紹介す
る写真集や会員が 3 年間で詠んだ全ての歌 3,000 首余りなど
が掲載されており , 短歌への熱い思いが詰まっています。

やけうち短歌会が歌集を発刊
〜短歌会の発足 3 周年を迎え〜

毎月行われる短歌教室のようす

　12 月 20 日に久志小中学校で「子どものための優れた
舞台芸術体験」が行われました。
　これは劇の創作を通じて , 子ども達の感受性や表現力を
育むことなどを目的に文化庁が行っている事業で , 同校は
総合的な学習の時間を活用し , 今年度最後となる 3 回目の
ワークショップを実施しました。

　劇作家の長谷 基弘さんを含む 3 人の講師陣のもと , 児童生徒が 2 班に分かれ協力しなが
ら , オリジナル創作劇「ケンムンの 1 日」を創りました。
　子ども達が話し合い , 試行錯誤しながら劇の創作を進め , 最
後は分かれた 2 班による東ケンムン村と西ケンムン村による
オリジナル劇の発表をしました。児童生徒は「表現力が豊かに
なった。来年の文化祭に活かしたい。」などと話してくれました。

久志校が創作劇を学ぶ
〜オリジナル創作劇「ケンムンの1日」完成〜

みんなで意見を出し合い創作

「ケンムンの 1 日」という題で短時間
の間に創作劇を作り上げる児童生徒

　1 月 22 日，23 日に第 5 回奄美大島開運酒造
杯中学女子バレーボール大会【( 株 ) 奄美大島開
運酒造 主催】が開催されました。
　今大会は，民間と地域が一体となって地域の子
ども達の健全育成を図ることなどを目的に行われ

ており，今年は奄美大島内の 10 チームが出場し，2 日間にわたり熱戦を繰り広げました。
　23 日の最終日は村総合体育館で順位決定リーグが行われ，1 位リーグでは朝日中が赤木
名中，名瀬中をストレートで下し，見事に大会 3 連覇を達成しました。本村から出場した
田検中は 2 位リーグへ出場しましたが，金久中，龍南中に敗れ 6 位の成績でした。
　大会では選手たちの元気で一生懸命なプレーに対し，応援席からたくさんの声援を送る保
護者や村民の方々の姿を見ることが出来ました。尚，個人賞は下記の通りとなっています。

【個人賞】大会会長賞＝萩原 楓月さん（朝日中）／敢闘賞＝栄 望美さん（赤木名中），藤 優
さん（田検中）／リベロ賞＝岡村 留利子さん（朝日中）

白熱したプレーを見せた開運酒造杯

開運杯中学女子バレー大会

公
民
館
講
座
の
閉
講
式

学
習
の
成
果
を
披
露

　

村
公
民
館
講
座
の
合
同
閉

講
式
が
三
月
五
日
に
元
気
の

出
る
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
十
七

講
座
が
開
か
れ
、
修
了
し
た

受
講
生
は
二
二
二
名
と
な
り

ま
し
た
。

　

学
習
発
表
で
は
、
各
教
室

の
受
講
生
の
方
々
が
日
頃
の

学
習
の
成
果
を
一
生
懸
命
に

披
露
し
、
島
唄
や
舞
踊
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
な
ど
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
観
客
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
茶
道
教

室
の
受
講
生
が
実
演
を
行
っ

た
ほ
か
、
生
け
花
や
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
短
歌
教
室
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

舞台発表のようす

完
走
歩
大
会
を
開
催

各
コ
ー
ス
を
楽
し
む

　

第
十
三
回
村
健
康
づ
く
り

完
走
歩
大
会
が
三
月
六
日
、

陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
、五
、十
㌔
の
三
コ
ー
ス

へ
約
三
百
名
の
方
が
参
加
し
、

各
コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ

ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

大
会
へ
は
村
内
で
合
宿
中

だ
っ
た
東
北
福
祉
大
学
陸
上

部
の
学
生
も
参
加
し
、
十
㌔

コ
ー
ス
へ
出
場
し
た
村
民
と

併
走
す
る
な
ど
、
一
緒
に
爽

や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
バ
ザ
ー

も
あ
り
参
加
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。　

元気にスタートする参加者

お祝いの言葉を頂いた奄美パーク宮崎 緑園長
へ歌集を届ける大島代表 ( 左 ) と佐佐木さん
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元田新村政スタート

　

任
期
満
了
に
伴
う
宇
検
村
長

選
挙
が
一
月
十
一
日
告
示
、
同

十
六
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
、
元
田 

信
有

氏(

60)

が
初
当
選
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
選
挙
は
元
田
氏
の

他
に
前
村
長
の
國
馬 

和
範
氏

(

58)

が
出
馬
し
、
告
示
と
同

時
に
両
立
候
補
者
は
、
一
斉
に

街
宣
活
動
を
始
め
、
支
持
者
獲

得
の
た
め
、
村
内
を
く
ま
な
く

巡
回
し
精
力
的
な
運
動
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

元
田
氏
は
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
安
ら
ぎ
の
村
づ
く
り
、
産

業
の
振
興
、
心
豊
か
な
教
育
、

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
た
地
域

活
性
化
」
な
ど
を
公
約
に
掲
げ

て
、
村
民
の
過
半
数
の
支
持
を

受
け
ま
し
た
。

　

十
二
日
か
ら
四
日
間
行
わ

れ
た
期
日
前
投
票
は
前
回
を

二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
上
回
る

五
八
・
三
〇
％
に
達
し
、
最
終

的
な
投
票
率
は
過
去
最
高
の
前

回
選
に
迫
る
九
六
・
四
三
％
と

な
り
村
民
の
関
心
の
高
さ
を
う

か
が
わ
せ
ま
し
た
。

　

開
票
作
業
は
午
後
八
時
か
ら

元
気
の
出
る
館
で
大
勢
の
支
持

者
が
見
守
る
な
か
行
わ
れ
、
票

の
仕
分
け
作
業
も
順
調
に
進

み
、
午
後
八
時
四
十
五
分
に
は

最
終
確
定
が
出
さ
れ
、
元
田

氏
が
八
四
一
票
、
國
馬
氏
が

七
九
六
票
で
、
元
田
氏
の
初
当

選
が
決
定
し
ま
し
た
。

村長選挙投開票結果
当 日 有

権 者 数 1,710　
投 票 者

総 数 1,649　

無 効 票 数 12　
投 票 率

（％） 96.43　
前 回 投 票

（％） 96.56　

当 元田 信有（無新）

841 票　

次 國馬 和範（無現）

796 票　
【16日午後8時45分選管確定】

『村民全員参加の村おこし』
を目指して ！

対応を検討する災害
対策本部のようす

3月11日に東日本で巨大地震が発生, 津波被害が拡大
　

三
月
十
一
日
午
後
二
時

四
十
六
分
に
三
陸
沖
を
震
源

と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、

地
震
に
伴
う
津
波
が
東
北
地

方
な
ど
を
襲
い
、
大
き
な
被

害
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

地
震
発
生
当
日
、
本
村
で

は
気
象
庁
の
奄
美
大
島
全
域

へ
の
津
波
警
報
発
令
を
受
け

て
、
午
後
四
時
二
十
五
分
に

村
内
全
世
帯
へ
避
難
勧
告
を

行
い
ま
し
た
。
村
内
の
各
学

校
や
公
民
館
、
高
台
な
ど
へ

四
九
九
名
の
村
民
の
方
が
避

難
を
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
募
金
箱
を
村
内
三

箇
所
（
役
場
・
社
会
福
祉
協

議
会
・
元
気
の
出
る
館
）
へ

設
置
し
、
義
援
金
を
募
っ
て

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
村
の
田
検
中
八
人
と
久
志

中
一
人
で
構
成
す
る
田
検
・
久

志
中
学
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
、
一
月
に
開
催
さ
れ
た
『
県

下
中
学
新
人
バ
レ
ー
大
会
』
と

三
月
に
開
催
さ
れ
た『
鹿
児
島
・

宮
崎
対
県
中
学
バ
レ
ー
大
会
』

の
二
大
会
で
見
事
に
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
九
日
〜
三
十
一
日

に
姶
良
市
で
行
わ
れ
た
『
第

三
十
回
県
下
中
学
新
人
バ
レ
ー

大
会
』
で
は
、
全
試
合
と
も
ス

ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
制
し
、
鹿
児

島
県
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
五
日
〜
六
日
に

宮
崎
県
で
行
わ
れ
た
『
第
十
回

鹿
児
島
・
宮
崎
対
県
中
学
バ
レ

ー
大
会
』
で
も
、
両
県
か
ら
八

チ
ー
ム
合
計
十
六
チ
ー
ム
の
強

豪
校
が
出
場
す
る
中
で
、
見
事

に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

打
点
の
高
い
攻
撃
力
と
粘
り

強
い
レ
シ
ー
ブ
を
武
器
に
大
き

な
大
会
を
勝
ち
進
ん
で
き
た
同

チ
ー
ム
は
、
さ
ら
に
上
を
目
指

し
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

田検・久志中学男子バレー部

強く、たくましい9人の選手
さらに上を目指して日々の練習に励む

『県下中学新人バレー』と『鹿児島・宮崎対県中学バレー』で優勝

2大会

制覇！！

　

去
る
三
月
四
日
に
「
芦
検

の
畑
で
珍
し
い
タ
ン
カ
ン
を

収
穫
し
た
。」
と
い
う
情
報

が
入
り
ま
し
た
。

　

情
報
提
供
者
の
働
い
て
い

る
職
場
へ
駆
け
つ
け
る
と
、

今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
果

物
の
ビ
ワ
に
似
た
細
長
い
タ

ン
カ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
場
で
二
等
分
に
カ
ッ

ト
し
中
身
を
確
認
す
る
と
、

房
が
二
つ
綺
麗
に
寄
り
添
っ

て
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

情
報
提
供
者
は
「
毎
年
タ

ン
カ
ン
を
収
穫
し
て
い
る
が

初
め
て
の
体
験
だ
。」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

村
の
農
政
担
当
は
『
枝
変

わ
り
』
と
い
う
突
然
変
異
の

現
象
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

と
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

果物のビワに似た      しいタンカンを発見！珍

元田村長は訓示で「村民のため
職員それぞれの役割を一生懸命
頑張ってほしい。私もその先頭
に立ち、身を粉にして働きた
い。」などと語りました。 花束を手に職員の歓迎を受けながら初登庁する元田 信有 村長 (1 月 25 日 )


